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種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

％

　決算額　　(単位：千円) 21,991

利用人数

20.0

２７年度 ２８年度

9,748

22,145

成果指標
利用率

21,699　人にかかるコスト（人件費など）

非常勤職員、臨時職員による効率的な運営に努めているが、修繕工事等施設のメンテナンスに費用がかか
る。

2,401

22.6

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 27,477

198

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

239

2,400 2,284人

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

利用率低迷による費用対効果が下がっており、また、現地住民の高齢化で従業員の確保が難
しく、運営自体が困難となっている。

2
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

都会にはない自然に親しむ場として最適であるが、区からの距離が遠く、交通手段が限られるため、気軽に
利用することが難しい。

縮小

評
価
結
果

利用者が自然に親しむことはできるが、都市と山村の交流及び地域住民との交流を深めることが、現地住民
の高齢化、過疎化により難しくなっている。

1 現地住民の雇用により運営しているが、高齢化により従業員の確保が難しい。

2必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

30,166

1,422

2,615

20,584

1,382

20,705

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

25,504

29,501

287

31,342

2,819

25,913

・そば打ち教室の利用数を変えずに回数を減らし、事業の効率化を図った。
・指定保養施設との共同ＰＲ等、区ホームページを改善した。
・鹿沼市との協議の回数を増すことで相互の協力体制を強化した。

2,443

事業対象

事務事業名 自然の村管理運営

　

学務課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

条例・規則 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

事業区分

教育

平成２９年度　事務事業評価シート

東京都台東区自然の村施設の設置等に関する条例根拠法令等

目的達成度 2

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
232

区民がすぐれた自然環境の中で健康を保持するレクリエーションの場として活用する。
都市と山村（栃木県鹿沼市）の交流及び地域住民との交流を深める。

8,509

196

241

施設設備等保守・点検、消防設備保守・点検、機械警備、テニスコート清掃、ご
み収集運搬、職員検便・健康診断

一部委託

昭和５２年に栃木県粟野町（現・鹿沼市）と台東区が山村振興法に基づき「山村と都市共同の山村振興モデル事業」として開
設した社会教育施設であり、バーベキュー、テニス及び散策を通して都会にはない自然に親しむ場として施設を管理運営す
る。

補助金の有無

2,433

20.6

事
務
事
業
の
実
績

所
管

教育委員会

年度

委託内容
なし

日年間開館日数 239

1,434

20,222

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区内在住及び在勤者並びに区内社会教育登録団体

昭和

年度


